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平成 17 年度 第 8回 （2005 年 10 月度） 理事会議事録 

日 時 平成 17 年 10 月 15 日(土)  9 時 30 分～12 時 00 分 

場 所 新赤坂事務所:港区赤坂 5丁目 13 番-6 赤坂キャステール、ソフィア 

出席者 理事  ：植村、竹政、内田、西村、上田、山内、泉澤、神野、冨田、土屋、岡 

監事  ：大久保、高柳 

事務局 ：鹿野 

 (順不同、敬称略)                                         (計 14 名) 

欠席者 理事（委任状有）：廣瀬、岡崎、宮川、関口 

特別事項特別事項特別事項特別事項    

  

審議事項審議事項審議事項審議事項    

 １ 新入会員承認                         （植村） 

 ２ MOT アドホックコミティー発足提案                （竹政） 

 ３ 退会者の個人情報保護                  （植村） 

 ４ 財務改善 Task Force 運営方針                     （富田） 

 ５ 赤坂事務所住所・英文表示                        (富田) 

 ６ 理事掲示板への部会情報等の定期的掲載の提案           (富田) 

 ７ WPR 総会参加提案                             (上田) 

 ８ ＨＰにての求人紹介                             (竹政) 

   

報告事項報告事項報告事項報告事項    

議 題 

 １ 

２ 

３ 

４ 

５

６ 

事務所移転、代表者交代届出中間報告について         （竹政） 

名簿の管理                         (植村) 

9 月度会計状況報告                   （土屋） 

日刊建設工業新聞への記事掲載について           (植村)      

06 年以降の日本での FE試験について           （宮川） 

オレゴン州試験委員会による最後の FE試験         (内田)           

添付資料 添付１．MOT アドホックコミッティー発足提案 

添付２．財政改善 Task Force 運営方針(案) 

添付３．赤坂事務所住所・英文表示の件 

添付４．理事会掲示板への部会情報等の定期的掲載の提案 
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議事内容 アクション 

 

●審議事項審議事項審議事項審議事項 

１．新入会員の承認 （植村会長） 

FE 会員として、Kaushal Raj Sharma、田熊保彦、早川洋平の 3 名が承認された。 

また、AF 会員の窪田善之氏の退会が承認された。 

 

 

２．MOT アドホックコミティー発足提案 （竹政理事） 

アドホックコミティーとするのは、６ヶ月程度のテーマが適当。 

研究会の方が適当と言う意見がでた。この様な研究会で、予算がかからないのであれば大いに

やるべきと言う意見が多かった。 

まず、参加者を募集することになった。 

 

テーマについて 

ＭＯＴは既に内容が大学の専用特別コース向けに特定されていて、ＪＳＰＥで部分的に取り上

げても効果は期待できるか疑問という意見が出された。 

結果：まず提案のテーマで参加者を募り、活動の形態（部会、研究会）やすすめ方（期間、フェ

ーズ区分）については参加者の中で再度話しあって決定する。 

 

 

３．退会者の個人情報保護（植村会長） 

今後退会希望者には、 

１）会費未納がない人は氏名のみ残し、残りの情報を削除する。ただし、本人の希望があれば

氏名も削除する。 

２）未納がある人は、氏名・生年月日・未納記録を残す。 

 

 

４．財務改善 Task Force 運営方針（富田理事） 

9 月度理事会で承認・新設された「JSPE 財政改善 TASK FORCE」の第 1 回ミーティング（10

月度理事会開催直前の 1 時間）における検討結果を、理事会で審議し承認した。 

 

・JSPE 財政改善 TASK FORCE 第 1 回ミーティング検討結果 

－現状の財務状況の認識－ 

・・2005 年度上期は会費収入などで懸念があり、修正予算を発行する必要があるかもしれな

い。 

・・当面できる事柄を前倒しに実施する必要がある。 

 （収入の確保）未収会費納入督促、会員募集促進 

 （支出の圧縮）会員による懇親を目的とした会議飲食代については、原則参加者負担 

 

・一般論として、健全な NPO の収入は「会費 1/3」「事業収入 1/3」「助成金・寄付金 1/3」

で構成されているようである。JSPE の収入は「会費 3/5」「事業収入 2/5」「助成金・寄付金な

し」である。JSPE の収入形態の改善を志向・実行しなければならない。 

 

・財政改善に係るアクションは急を要する。その都度、理事会の承認を受けなければならないよ

うでは機を失する可能性がある。そうした可能性が懸念される場合は、会長の決裁で財政改

善 TASK FORCE がアクションに着手できるよう、理事会に申請する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
竹政理事 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

冨田理事ほか 

Task Force 

メンバー 
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議事内容 アクション 

当面、具体的には、 

ⅰ）FE 試験（9 月 30 日）当日、受験者に JSPE の PR ビラを配る。文面は会員部会長起案

で、会長ならびに財政改善 TASK FORCE に任せてもらう。 

 

ⅱ）当面申請できる助成金・寄付金を調査し、可能であれば次回理事会を待たずに申請す

る。アクションについては逐次、理事並びに会員の参加を願う。 

 

 

５．赤坂事務所住所・英文表示 (冨田理事) 

・赤坂事務所移転に伴う住所英文表示について意見を交え、投票の結果下記に決定した。 

Room 212, 6-13-6 Akasaka, Minato-ku, Tokyo, 107-0052 JAPAN 

 

 

６．理事掲示板への部会情報等の定期的掲載の提案 (冨田理事) 

・JSPE の活性化のためには、理事・監事全員が各部会、事務局、横断的 Activity の活動情

報をより高い頻度で知ることが望ましいとの観点から、理事掲示板への部会情報等の定期的

掲載が提案され、承認された。 

・掲載の頻度は毎月 1 回、第 1 土曜日とすることになった。11 月の第 1 土曜日より実施する。 

（理事会と合せて月 2 回の情報取得機会となる） 

 

 

７．WPR 総会参加提案（上田理事） 

ＷＰＲ総会への派遣について、 

＊2005 年 11 月 5 日開催（モンタナ州ヘレナ）のＷＰＲ総会への派遣は了承された。 

＊理事から神野理事、会員からブンタラ・ガンＰＥ会員から参加の応募があった。 

＊今回，会員からの積極的参加があったことは評価できる。 

＊以下の条件を前提として，二人の派遣を認める。 

 

１）派遣費用に関しては，参加費用，宿泊代，現地の移動費用は渉外部会からの予算から

支払い、それ以外の費用は自己負担とする（神野理事は、既に所属会社から出張扱いとして

認められている）。 

２）参加者は事前にＮＳＰＥ会員になっておく。 

３）ＪＳＰＥの発表資料の内容は、事前に理事、監事のチェックを受ける。 

４）総会でのプレゼンテーションは１名とし、今回は神野理事が行う。 

 

＊以上の前提を神野理事、ブンタラ・ガンＰＥ会員に伝え（渉外部会：上田）、本人の意向を

再確認する。 

 

 

８．ＨＰにての求人紹介（竹政理事） 

あくまで、会員サービスの一環として考えることが確認された。 

ＪＳＰＥの紹介で付加価値が付く職業が選択できるか、ＨＰでリンクして紹介会社につながって、

広告料をもらえないかなど意見出た。大きなテーマなので、次回まで継続案件とすることで結論

を出すに至らなかった。 

 

 

 

 

 

 

会員部会長 

ボランティア

参加者 
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議事内容 アクション 

●報告事項報告事項報告事項報告事項 

①事務所移転・代表者交代届出中間報告(竹政理事) 

現在、総務部会で対応中である。前会長が海外出張中で中断しているが帰国後再開予

定。  

 

②名簿の管理（植村会長） 

メールにて名簿が配布されることがあるが、個人情報保護法に照らして厳格な管理が

必要である。ファイルへのパスワード管理等運用を検討する。 

 

③9月度会計状況報告（土屋理事） 

予算消化状況に関する説明が行われ、JSPEの財政状況について討議された。今後のJSPE

の活動について、より事業として成立させるという認識が必要なことが確認された。

また領収書の提出は速やかに行うこと。 

 

④日刊建設工業新聞への記事掲載について（植村会長） 

記事の内容について概略説明され、今後もこのようなPR活動を継続する重要性につい

て確認された。 

 

⑤06年以降の日本でのFE試験について（内田理事） 

NCEESと28日に会議を持ち、日本でFE試験を継続していくための条件、JPECの立場や責

任について討議する。可能性はあるが、再会は早くても来年の10月以降となるであろ

う。 

 

⑥オレゴン州試験委員会による最後のFE試験（内田理事） 

29日午前中に、JPECとOSBEELSで恒例の連絡会・プレゼンを行う。OSBEELSよりEd Butts

夫妻と Mari Lopez が参加する。ＪＳＰＥからは２名参加し、半期の活動報告（植村会長）を

行う。FE 試験当日のプロクターは Ed Butts である。11 年にわたるオレゴンとの最後の

試験であり、JSPE からのボランティアによる協力が不可欠である。 

 

ＯＳＢＥＥＬＳ歓迎会について 

＊10/30(日)のＦＥ試験に先駆けて、10/28(金)19:00-（場所：予約中）に OSBEELS の Mr.ED 

Butts(ご夫妻)と Ms. Mari Lopez(Executive Secretary)の３名、及び全米試験委員会（Ｎ

ＣＥＥＳ）代表者の Ms.Browne(Executive Director)、 Mr.Carter(Associate Executive 

Director)、Mr.Nishimura(Consultant)の３名を囲んで歓迎会を開催する（NCEES分の費用

は JPEC が負担）。 

 

＊理事、監事，会員に参加を呼びかけ予定。 

 

承 認 植村 大輔 

承 認 上田 昌哉 

承 認 西村 謙史 

記録作成 岡 孝則 

 


